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マウスへの LPS投与に伴う全身性炎症および肺炎に対するラドン吸入による作用に関して検討した。その

結果，LPS 投与は各臓器に酸化ストレスを与えるのに対し，ラドン吸入は免疫を調節することなどが示唆で

きた。また，ラドン吸入により肺では抗酸化・抗炎症・免疫調節関連の蛋白質が増加することも示唆できた。 
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1. 緒論 

ウランの子孫でα線放出核種であるラドンの吸入はマウスの抗酸化・抗炎症や免疫調節の機能を亢進し，

関節リウマチなどの自己免疫疾患を抑制することを我々は明らかにしている。また，マウスに対する

lipopolysaccharide（LPS）投与は過剰の酸化ストレスに伴う全身性炎症を引き起こし，結果的に肺炎を誘発す

る。従って，ラドン吸入は LPS投与に伴い生じた免疫の不均衡を調節し，肺炎を抑制する可能性がある。他

方，組織中の蛋白質を網羅的に同定できるプロテオーム解析は，ラドン療法の作用機序の解明や新規適応症

の探索にも有益である。このため，本研究ではラドン吸入が LPS誘発マウス肺炎に及ぼす作用に関して，プ

ロテオーム解析などを用いて検討した。 

2. 方法 

1群 4-7匹とし，BALB/cマウスに sham（擬似）またはラドン（2000 Bq/m3）を 24時間吸入させた。吸入

終了後に，LPS（1.0 mg/kg体重）を腹腔内投与し，投与 4時間後に血清と肺を摘出し試料に供した。血清中

の関連サイトカイン濃度と肺中の酸化ストレス指標濃度を分析し，また肺中の発現蛋白質をプロテオーム解

析により同定した。 

3. 結果と考察 

例えば，関連サイトカイン濃度の変化から，LPS投与によりヘルパーT（Th）1, Th17細胞の免疫応答が亢

進し，ラドン吸入によりそれらの応答が抑制されることが示唆できた。また，LPS 投与後の肺では，吸入の

有無に関わらず過酸化脂質量が有意に増加したが，ラドン吸入は抗酸化物質である総グルタチオン量を増加

させた。さらに，肺のプロテオーム解析により，ラドン吸入がその他の抗酸化・抗炎症・免疫恒常維持の機

能に関与する蛋白質を概ね増加させることも示唆できた。 

4. 結論 

以上の所見などから，概ねラドン吸入は免疫を調節し，LPS誘発全身性炎症を抑制することが示唆できた。

また，肺では抗酸化・免疫調節の機能に関連する物質の発現・増加も示唆できた。今後は，ラドン療法によ

る肺における新規適応症の可能性も含めて更に検討する予定である。 
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